
28)林田明子,遠藤秀紀,佐々木基樹,北村延夫,山田

純 三 (2005)ハ イ ガ シ ラ リス (CalloscL'urus

canL'ceps)の頭語形憶に見られるクラ地峡の彫響に

ついて.日本野生動物医学会大会 2005年度大会

(2005年9月,抑広)要旨銀 :54.

29)木相順平,佐々木玉樹,遠藤秀紀,福田勝洋 (2005)

マメジカ,キョンおよびニホンジカにおける唾液

腺の比較解剖.第140回日本猷医学会 (2005年9･10

月,鹿児島).

30) 中務真人,団松豊,′辻川寛,山本亜由美,酒井哲弥,

安吾玄貴,沢田偵弘 (2005)ケニア,ナカリ地域に

おける後期中新世の古人類学的調査.第 59回日本

人類学会大会 (2005年 11月,横浜).

31) 中務真人,国松豊,辻川寛,山本亜由美,酒井哲弥,

焚書玄貴,沢田順弘 (2005)̀プ ロジェク トN'2-

2004年度調査における展開-.第21回日本霊長類

学会大会 (2005年 7月,分数).

32)中務真人,団松豊,辻川寛,山本亜由美,酒井哲弥,

安吾玄貴,沢田順弘 (2005)ケニア,ナカリ地域に

おける後期中新世の古人類学的調査.第 59回日本

人類学会大会 (2005年 11月,横浜).

33) 中野良彦,荻原直道,巻島美幸,清水大輔,加賀谷

美幸,国松豊,石田英実 (2005)ナチョラビテクス

と現生霊長類における骨盤形態の比較.第 59回日

本人類学会大会 (2005年 11月,横浜).-

その他

1) 遠藤秀紀 (2006)解剖男.pp.216.

2) 毛利俊雄 (2005)形態学からみたサル.牛馬の守護

神厩猿信仰 .:7･S.

3) 毛利俊雄 (2005)親子の対立.広報いぬやま (979):

pp.1.

4) 毛利俊雄 (2005)類蒙古人類の体.形態科学 8(2):

pp.1.

集団迫伝分野

川本芳 (助教授),田中洋之 (助手)

川本咲江 (技能補佐員)

川合静 (大学院生)

<研究概要>

A)ニホンザルの集団迫伝学的研究

川本芳,川合静,川本咲江

共同利用研究の計画研究 ｢野生霊長類の保全生物

学｣のとりまとめ研究会を催した.一共同利用研究の成果

に基づきミトコンドリア遺伝子変異の命名を統一し,各

地の分布情報をとりまとめ,変異記載に関する基準化を

進めた.またニホンザルの成立過程に関する研究成果を

博物館公開講座 (京都大学､神奈川県立博物館),国際

学会等で発表した.さらにニホンザルにみられる Y 染

色体マイクロサテライ トDNA多型の調査結果について

第21回日本霊長類学会で発表した.

B)マカカ属サルの系統関係

川本芳

アッサムモンキーとアカゲザルの地域典団分化の

分析を進めた.アッサムモンキーではミトコンドリア遺

伝子の多様性に関してブータンとイン ドシナ (タイとラ

オス)の集団比較を行った結果をまとめ,インド東北部

アルナチヤールプラデシュで発見された新穂 Macaca

munzalaとの関係,ヒマラヤ山岳地符でのアカゲザル と

の生息地分化の問題点を検討 した｡10月にバングラデ

シFlを訪れ,ダッカ市内のアカゲザル群を観察し,現地

研究者と今後の共同研究計画について検討を行った｡

C)マカカ属サルの交雑に関する迫伝学的研究

川本芳,川合静,川本咲江

12月に千茶県房総半島でアカゲザルとニホンザル

の交雑群の生息英憤調査に参加し,糞試料を用いた遺伝

的モニタリングを進めた.また,和歌山県ではタイワン

ザル交雑群の遺伝学的調査を継続している.倉敷で開催

された第 21回日本霊長類学会で自由集会を催 しこれら

の研究結果を発表した.また,札幌で開催された第 9回

国際晴乳類学会､タイのバンコクで開催された国際シン

ポジウムでも交雑問題に関する研究成果を発表した.さ

らに, 交 雑評 価 に利 用 で き る 7W 1(natural

resistance-associatedmacrophageprotein1)のDNA変異に

ついて論文を公表した.下北半島のタイワンザル群の交
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雑状況に関する研究成果を論文として公表した.

D)マダガスカル産原猿類の遺伝学的研究

川本芳

市野進一郎氏 (京大アジアアフリカ地域研)との共

同利用研究で,べレンティー保護区のワオキツネザル群

のマイクロサテライ ト遺伝子変異の分析を継続してい

る.今年度は父子判定にもとづくオスの繁殖状況の解析

結果を第21回日本霊長類学会で発表した.郷康広氏(総

合研究大学院大学)によるアイアイの主要組織適合性抗

原迫伝子の進化に関する研究に協力し,その成果を論文

公表した.

E)閉鎖集団として維持される実験用サル類の集団遺伝

学的研究

田中洋之,森本真弓,釜中慶朗,松林清明 (人

採進化モデル研究センター),川本芳

本研究は,当研究所のニホンザルおよびアカゲザル

の閉鎖先団を対象にして,家系の解明と集団の遺伝的変

異性および近交度の変化を明らかにすることを目的に

すすめている.今年度は,引き続き,マイクロサテライ

トDNA分析を継続し,串た･定期検診で採集したサル

の血液試料からDNA試料を調製した.さらに古い保存

血液からのDNA抽出を可能にする機器を整えた.

F)家畜化現象と家畜系統史の研究

川本芳

10月にブータンを訪れ,農業省との共同研究でウ

シ科のミタンと家畜牛の交雑状況を調査した.また同省

の研究施設で乳タンパク質の等電点電気泳動分析を行

い,交雑評価に有効な遺伝標識の開発を行った.現在こ

の標孤を利用して集団調査が進んでいる.調査の概要に

ついて福岡市で開催された日本畜産学会第 106回大会

で発表した.また昨年度まで調査をおこなってきた南米

アンデス高地におけるラクダ科動物 (リヤマとアルパ

カ)の家畜化に関する研究成果を報告書にして公表し,

書籍の出版準備を進めている.

G)ハナバチの歴史生物地理学的研究

田中洋之 ′

本研究は,ボルネオ島及びスラウェシ島に生息する

ミツバチ属の系統地理を研究し,これらの島の生物多様

性をかたちづくった生物地理学的進化のプロセスを明

らかにすることを目的にしている.今年度は,マレーシ

ア ･サラワク州に2回,21世紀 coE共同プロジェクト

でサバ州に 1回の調査を行い,ミツバチを採集した.現

荏,分子遺伝学的解析を進めている.ボルネオミツバチ

の遺伝的分化に関する論文が出版された.また,スラウ

ェシ島に分布する 3種のミツバチの系統地理について

分析結果をまとめ,日本生態学会第 53回大会で発表し

た.

<研究業績>

1) Go,Y.,Rakotoarisoa,a,Kawamoto,Y.,Shima,T.,

Koyama,N.,Randrianjafy,A.,Mora,R.,Hirai,H.

(2005) Characterization and evolution ofmajor

histocompatibilitycompleclassIgenesintheaye-aye,
Daubentonia madagascariensis. Primates 46(2):
135･139.

2) Hirai,H.,Wijayanto,H.,TanakaH.,Mootnick,A.,

HayanO,A.,Perwitasari-Farajallal1D.,IskandriatiD.,

Sajuthi,D.(2005)Awhole･armtranslocation(WATS/9)

separatingSum atranandBomeanagilegibbons,addits

evolutionary features.Chromosome Research 13:
123-133.

3) Kawamoto,Y.(2005)NRAMPIpolymorphism ina

hybridpopulationbetweenJapaneseandTaiwanese

macaques in Wikayama,Japan.Primates 46(3):
135-139.

4) Suka,T.,Tanaka,H.(2005)NewmitochondrialCOl

haplotypesandgeneticdiversityinthehoneybeeApis

koschevnikovioftheCrockerRangePark,Sabal1,
Malaysla. Joumal of Tropical Biology and

ConservationI(I):1-7.

5) 川本芳,川本咲江,川合静 (2005)下北半島におけ

るタイワンザルとニホンザルの交雑.霊長類研究

21(1):ll-18.

報告

1) Kurachi,M.,Yamagata,T.,Kawamoto,Y.,Mannen,H.,

Kurosawa,Y.,Tanaka,K.,Nishibori,M.,Nomura,K.,

Namikawa,T.,Samphors,E.,Sa伏ya,E.,Sidoeun,B.,

Srun,E.,Vath,K.,Valy,C.,Bundoetm,S.,Bunthon,C.,

Tean, B., Loan, C.P. (2006) MorphologiCal,

mitochondrialDNAandbloodproteinvariantsofwild

muskshrews(Suncusmurinus)inCambodia.Reportof

theSociety forResearchesonNativeLivestock23:
125-143.

2) 稲村哲也,川本芳 (2005)アンデスのラクダ科動物

とその利用に関する学際的研究-文化人類学と迫

伝学の共同-.国立民族学博物館調査報告 55:

119-174.
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分担執準

1) 川本芳 (2005)ケモノたちはどのように定着した

か.り日本の動物はいつどこからきたのか:生物地理

学の挑職":40-46,(京都大学総合博物館 編)岩波

古店,文京.

2) 川本芳 (2005)迫伝子からみた多様性と人間の特

徴.̀̀生物多様性はなぜ大切か?'':73･96,(日高敏陸

稲)昭和堂,京都.

学会発表等

1) Kawam oto,Y.,Ohsawa,H.,Muroyam a,Y.,Goto,S.,

Shirai,K.,Morimitsu,Y.,Araki,S.,Maekawa,S.,Nigi,

H.,Torii,H.;Maruhashi,T.,Nakagawa,N.,Other

members ofthe Working Group ofWakayama

･Taiwanese macaques. (2005) Hybridization of

introducedTaiwanesemacaqueswithnativeJapanese

macaquesinWakayamaprefecture,Japan.第 9回国際

噛乳類学会大会 (Jut.2005,札幌).

2) Kawam oto,Y.,Ohsawa,H.,Muroyam a,Y.,Goto,S.,

Shirai,K.,Morimitsu,Y.,Araki,S.,Maekawa,S.,Nigi,

H.,Torii.,H.,Maruhashi,T.,Nal(agawa,N.,the

WorkingGroupofWakayamaTaiwaneseMacaques.

(2005) Hybridization of introduced Taiwanese

macaqueswithnativeJapanesemacaquesinWhkayama

Prefecture, Japan. Intemational Sym posium on

Sou仇eaStAsianPrimateResearch(Oct.2005,Bangkok,
Thailand) The Natural History Joumal of

ChulalongkomUniversitySupplement(1):94.

3) Kawam oto,Y.(2005)Population geneticsand its

applicationfb∫conseⅣationwi仇examplesorJapanese

macaques.IntemationalSymposium on Southeast

AsianPrimateResearch(Oct.2005,Bangkok,Thailand)

The Nattml History Joumal of Chulalongkom

UniversityOctober2005(Supplement1):85186.

4) Kawam oto,Y. (2005) Population genetics and

phylogeography of Japanese macaques. IX

InteplationalMammalogicalCongress(Jul･2005,札幌)
Abstracts:37.

5) Ohsawa,H.,Morimitsu,Y.,Kawamoto,Y.,Muroyama,

Y.,Maekawa,S.,Nigi,H.,Tori,H.,Goto,S.,Maruhashi,

T.,Nakagawa,N.,Nakatani,J.,Tanaka,T.,Hayakawa,

S.,ⅥmadaA.,Hayaishi,S.,Seino,H.,Saeki,M.,

Kawai,S.,Hagiwara,H.,Suzuki,K.,Suzuki,K.,

Uetsuki,S.,Okano,M.,Okumura,T.,Yoshida,A.,

Ybkoyama,N･ (2005) Population explosion of

TaiwanesemacaquesinJapan.,1:,Chulalongkom

University.IntemationalSymposium on Sou山east

AsianPrimateResearch(Oct.2005,Bangkok,Thailand)

The Natural History Joumal of Chulalongkom

UniversitySupplement(1):55･60.

6) 市野進一郎,川本芳,宮本紅炎,小山直樹,平井啓

久 (2007)マイクロサテライ トDNAマーカーを用

いたワオキツネザルの父子判定.邦 21回日本霊長

類学会大会 (2005年 7月,分数)霊長析研究

21(Suppl.):S8.

7) 川本芳,庄武孝軌 野油紙,川本咲江,高木直樹

(2005)Y染色体マイクロサテライ トDNA多型から

みたニホンザルの迫伝的分化.苅 21回日本霊長類

学会大会 (2005年 7月,分数)霊長類研究

21(?uppl.):S6-S7.

8) 森光由樹,白井啓,岡野美佐夫,奥村忠誠,吉田敦

久,横山典子,清野紘典,和秀雄,川本芳,大沢秀

行,後藤俊二,室山泰之,早川祥子,田中俊明,山

田彩,中川尚史,早石周平,鳥居春己,丸橋珠樹,

前川慎吾,仲谷淳,川合静,鈴木邦彦,植月純也,

萩原光,.鈴木克故,佐伯真美,和歌山タイワンザル

ワーキンググループ (2005)和歌山タイワンザル

の現状報告.第21回日本盃長析学会大会 (2005年

7月,倉敷).

9) 中川尚史,後藤俊二,沼野紘典,森光由樹,和秀雄,

大沢秀行,川本芳,室山容之,岡野美佐夫,奥村忠

誠,吉田敦久,横山典子,瓜居春己,前川焼香,也

和歌山タイワンザルワーキンググループのメンバ

ー (2005)無人ビデオ撮影によるタイワンザル交

雑群のカウント成功例.第 21回日本笠長煩学会大

会 (2005年 7月,倉敷).

10) 並河鷹夫,Dodi,T.,nLering,G,川本芳,山本茂雄

(2006)ブータンにおける在来家畜および近縁野生

種の遺伝資源学的研究 3.牛の伝統的交配様式とそ

の遺伝学的検証の必要性.日本畜産学会第 106回

大会 (2006年 3月,福岡).

ll) 大沢秀行,森光由樹,川本芳,室山泰之,前川慎吾,

和秀雄,鳥居春己,後藤俊二,丸橋珠樹,中川尚史,

仲谷浮,田中俊明,早川祥子,山田彩,早石周平,

河野紘典,佐伯真美,川合静,萩原光,鈴木克故,

鈴木邦彦,植月純也,岡野美佐夫,奥村忠誠,吉田

故久,横山典子 (2005)和歌山県下の交雑タイワン

ザル北田の第5回調査報告(2004年9月)および今後

の予測.第21回日本霊長類学会大会 (2005年7月,

倉敷)霊長類研究 21(Supplement):36-37.

12) 大津秀行,川本芳,中川尚史,伊谷源丁 (2005)ニ

ホンザルをめぐる外来種問題の現状と課題.第 21

回日本霊長類学会大会 自由集会 (2005年 7月,倉

敷)霊長類研究 21(Supplement):x.

13) 田中美希子,田中洋之,平井百合子,平井啓久
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(2006)チャイロキツネザル種間雑種個体群の染色

体分析.､第53回日本生態学会大会 (2006年3月,新

潟)第53回日本生態学会木会誌演要旨集 :355.

14) 田中洋之,須賀丈,Kal10nO,S.,渡遊邦夫,Roubik,D.

(2006)インドネシア ･スラウェシ島に生息するミ

ツバチ属の系統地理.第 53回日本生態学会大会

(2006年3月,新潟)第53回日本生態学会大会講演

要旨集 :377.

論決

1) 川本芳 (2005)ケモノたちの来た道-ニホンザル

を中心に-.京都大学総合博物館第 18回公開講座

｢日本の動物はいつどこからきたのか｣ (2005年

11月,京都).

2) 川本芳 (2005)最近のサル学～遺伝子からニホン

ザルとヒトを見る～.~神奈川県立生命の星 ･地球

博物館講演会 中津層群のサル化石とサル学 (2005

年8月,小田原).

その他

1) 川本芳 (2005)遺伝学と厩猿.平成 16年度牛の博

物館友の会シンポジウム 牛馬の守護神 厩猿信

仰 :9-14.

2) 川本芳 (2006)フィール ド調査における遺伝学的

駄科収集の方法-バングラデシュ.における事例.

京都大学霊長類研究所共同利用研究会 アジア ･

アフリカ圏晴乳類現地調査におけるマテリアルエ

ビデンスの可能性.

3) 川本芳 (2006)ミトコンドリアDNA変異からみた

ニホンザルの地域性.京都大学霊長類研究所共同

利用研究会 野生霊長類の保全生物学.

4) 川本芳 (2006)遺伝子から見たニホンザルの地域

分化.京都大学霊長類研究所共同利用研究会 霊長

類野外研究の将来.

5) 川本芳 (2006)迫伝子による管理単位の判定とモ

ニタリング.農林水産省プロジェクト｢野生鳥獣に

よる農林業被害軽減のための農林生態系管理技術

の開発｣成果の紹介 :2.

系統発生分野

茂原信生 (教授),相見蒲 (助教授)

高井正成 (助手),本郷一美 (助手)

鍔本武久 (日本学術振興会特別研究員)

Thaung-Htike,鈴木智起,ZinMaungMavngThein

(大学院生)

<研究概要>

A)霊長類の性選択

相見漏

●オナガザル類では犬歯の性的二型が顕著であると

いわれてきた.しかし,シロクロコロブス類では雌の犬

歯が必ずしも小さいわけではない.これまで,霊長類の

犬歯をめぐる性選択に関する議論は,｢顕著な性的二型

を示すのか,それとも雌雄同型か｣という二者択一に分

けておこなわれてきた.このような二者択一の議論をシ

ロクロコロブス類に当てはめることができないようだ.

これまでの議論では不十分であり,性選択に関する議論

の再検討をはかっている.

B)霊長類の周日行性起源の検討

相見漏

霊長類の共通祖先は夜行性であったというのが現

荏,一般的な説である.しかし,晴乳類の共通の祖先は

昼も夜も活動するといわれるようになってきた.そこで,

霊長類について検討した.その結果,霊長類もかつては

昼も夜も活動する,すなわち,周日行性だったとの仮税

を提出した.マダガスカルにすむ原猿類キツネザルの現

地調査をおこない,この仮説の検証につとめている｣

C)スンダランドの藍長類の変遷 ′

相見漏

現在のマレー半島,スマ トラ,ボルネオ,ジャワは

かつて,つながっていて,スンダランドと呼ばれる一続

きの陸地をなしていた.この地域は動物の種類が豊富で,

コノハザルやシアマンなど特有のものがいる.これらの

特有な種の分布を調査し,ゆくゆくはこの地域の動物相

全体の変遷を明らかにしたい.

D)東アジアの第三紀前半の化石霊長類の進化に関する

一研究

茂原信生,高井正成,鍔本武久

-31-


